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5 カイゴのチカラ

　
　
介
護
福
祉
士
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
介
護
現
場
に
お
け
る
慢
性
的

な
介
護
人
材
の
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
、
そ
の
状
況
の
中
で
の
長
期

に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
、
繰
り
返
す
株
の

変
異
に
よ
る
感
染
対
策
の
再
考
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
介
護
福
祉
士
の
毎

日
は
、
様
々
な
生
活
上
の
制
限
等
が
継
続
さ
れ
た
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
状
況
に
よ
っ
て
、
超
高
齢
社
会
の
多
様
な
介
護
福
祉
の
ニ
ー
ズ

に
し
っ
か
り
と
応
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
、
介
護
の
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、
目

の
前
の
利
用
者
の
2
0
-
が
少
し
で
も
良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
、
検
討

を
繰
り
返
し
、
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。
　

　
私
た
ち
介
護
福
祉
士
に
は
、「
介
護
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
る

業
務
の
内
容
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
、
介
護
等
に
関
す
る
知
識
及
び

技
術
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
資
質
向
上
の
責
務

が
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、
生
活
の
変

化
を
し
っ
か
り
捉
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
介
護
福
祉
士
会
は
、
生
涯
研
修
制
度
を
作
り
、
そ
の
資
質
向
上

に
資
す
る
検
討
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、「
介
護
過
程
の
展

開
」
を
学
習
す
る
介
護
福
祉
士
基
本
研
修
と
、
介
護
職
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
を
養
成
す
る
介
護
福
祉
士
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
、
そ
し
て
、

地
域
に
お
け
る
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
着
眼
す
る
こ
と
や
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
、
様
々
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
持
つ
人
材
を
養
成

す
る
認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。

　
利
用
者
と
と
も
に
、
"
%
-
の
改
善
や
生
活
の
中
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ

る
尊
い
介
護
の
魅
力
を
私
は
知
っ
て
い
る
。
た
だ
、
専
門
性
を
発
揮
で

き
ず
、
疲
労
ば
か
り
を
感
じ
て
し
ま
う
仕
事
に
な
り
う
る
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
。
介
護
福
祉
士
一
人
一
人
が
、
知
識
、
技
術
を
身
に
ま
と
い
、

経
験
値
を
深
め
な
が
ら
、
利
用
者
の
笑
顔
を
引
き
出
す
こ
と
と
、
働
く

自
分
た
ち
が
、
こ
の
大
き
な
難
題
を
抱
え
な
が
ら
奮
闘
し
、
そ
の
成
果

を
た
た
え
あ
い
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
職
場
に
な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
や
ま
な
い
。

介
護
の
魅
力

及
川
ゆ
り
こ
●
日
本
介
護
福
祉
士
会
会
長

巻頭言

O i k a w a Y u r i k o

及
川
ゆ
り
こO

ikaw
a Yuriko

静
岡
県
三
島
市
在
住
。
公
益
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
士
会
会
長
。
一般
社
団
法
人
静

岡
県
介
護
福
祉
士
会
会
長
。
株
式
会
社
か
い
ご
ラ
ボ
代
表
取
締
役
。
医
療
法
人
に
て
、

病
院
の
介
護
職
員
、
老
人
保
健
施
設
の
介
護
職
員
、
介
護
支
援
専
門
員
、
訪
問
介
護
事

業
所
所
長
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
、
社
会
福
祉
法
人
に
て
、
施
設
ケ
ア
マ
ネ
、

介
護
長
、施
設
長
を
経
験
し
た
。介
護
福
祉
士
。介
護
支
援
専
門
員
。認
定
介
護
福
祉
士
。

今
、
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法
人
の
簡
単
な
紹
介

　

当
法
人
、
本
庄
ひ
ま
わ
り
福
祉
会
の
簡

単
な
紹
介
か
ら
始
め
た
い
。

　

表
�
の
よ
う
に
、障
害
者
支
援
施
設（
知

的
障
害
）
を
主
と
し
、通
所
で
生
活
介
護
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
本
庄
市
受

託
事
業
）、
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）、
相
談
支
援
事
業
等
を
実
施
し

て
い
る
。
当
法
人
は
�
�
�
�
（
昭
和
56
）

年
に
発
足
し
た
「
本
庄
市
心
身
障
害
児
・

者
を
守
る
父
母
の
会
」
が
発
端
と
な
り
、

�
�
�
�
（
昭
和
60
）
年
に
「
本
庄
ひ
ま

わ
り
作
業
所
」
を
設
立
し
た
こ
と
か
ら
事

業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。

　

私
が
当
法
人
に
勤
務
し
て
�
年
目
と
な

る
。
長
年
、
大
学
の
教
員
を
し
て
い
た

が
、
福
祉
へ
の
出
会
い
は
大
学
を
卒
業

し
、
最
初
の
職
場
が
「
特
殊
法
人
心
身
障

害
者
福
祉
協
会　

国
立
コ
ロ
ニ
ー
の
ぞ
み

の
園
」
と
い
う
国
が
威
信
を
か
け
て
作
っ

た
知
的
障
害
者
の
施
設
で
あ
る
。
入
居
者

�
�
�
人
、
支
援
員
が
�
�
�
人
以
上
、

協
力
会
職
員
が
数
十
名
、
施
設
の
外
周
を

散
歩
す
る
と
�
時
間
か
か
る
と
い
う
巨
大

施
設
で
あ
っ
た
。
全
国
か
ら
重
度
の
知
的

障
害
者
が
こ
の
施
設
に
集
め
ら
れ
、
22
か

寮
に
分
か
れ
て
生
活
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
知
的
障
害
者
施
設
で
働
く
こ
と
は
、

キ
ャ
リ
ア
の
最
初
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
分

で
あ
る
。
し
か
し
、
知
的
障
害
者
支
援
の

内
容
は
随
分
変
わ
っ
て
い
る
。
特
に
、
人

と
し
て
の
尊
厳
を
守
る
、
虐
待
防
止
、
意

思
決
定
支
援
等
昔
の
支
援
と
は
質
が
違
っ

て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
障
害
者
自
身

の
運
動
と
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

楽しく働ける
福祉の現場とは
…………………………………………………………………
社会福祉法人本庄ひまわり福祉会総合施設長
本名靖  Honna Yasushi 1
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地
域
で
生
き
る
と
も
に
生
き
る

地
域
共
生
社
会

実
現
の
背
景
と
は

　
　
　

成
29
年
9
月
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
地
域
に
お

け
る
住
民
主
体
の
課
題
解
決
力
強
化
・
相
談
支
援
体
制
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
会（
以
下
、地
域
力
強
化
検
討
会
）」

の
最
終
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
た
。「
我
が
事
・
丸
ご
と
」

の
「
地
域
共
生
社
会
」
実
現
に
向
け
、
地
域
住
民
や
各
機

関
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
介
護
福
祉

士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
に
お
い
て
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
、
過
疎
化
に
伴
う
地
域

格
差
の
問
題
、
核
家
族
や
単
身
、
独
身
世
帯
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
家
族
形
態
の
変
化
、
非
正
規
雇
用
や
短
時
間

労
働
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
奨
な
ど
働
き
方
の
多
様
化
と

8
)
0
に
よ
る
高
齢
者
の
定
義
の
見
直
し
、
国
民
意
識
の

変
容
に
よ
る
社
会
保
障
モ
デ
ル
の
転
換
が
そ
の
背
景
に
あ

る
。

　

人
口
格
差
や
生
産
年
齢
人
口
で
あ
る
現
役
世
代
の
急
減

が
予
測
さ
れ
る
「
�
�
�
�
年
問
題
」
へ
の
懸
念
に
よ
り
、

社
会
保
障
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
高
度
経
済
成
長
期
に
確
立

さ
れ
た
「
�
�
�
�
年
代
モ
デ
ル
」
か
ら
、
全
世
代
型
の

「
21
世
紀
日
本
モ
デ
ル
」へ
の
改
革
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

た
。

　

医
療
、
介
護
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
ご
と
に
形
成
し
、

生
活
支
援
機
能
を
高
め
る
「
21
世
紀
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
」
に
向
け
て
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
が

立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
平
成
28
年
3
月
、「
地
域
の
実
情
に

見
合
っ
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
立
」
を
目

指
し
、
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
や
包
括
的
支
援
の
展
開
に
向
け

菊
地
月
香
●
社
会
福
祉
法
人
同
愛
会
理
事
長

K
i

k
u

c
h

i
R

a
g

i
k

a

vol.1

平
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は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」「
高
齢
者
ケ
ア

に
お
け
る
適
切
な
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
」
に
つ
い
て
、
理
解
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。
障
害
児
者
の
車
椅
子
に
つ
い

て
は
、
医
師
の
処
方
に
基
づ
き
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
が
関
わ
っ
て
作
製
さ

れ
る
も
の
も
あ
る
一
方
、
高
齢
者
は
在
宅

の
場
合
は
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
福
祉
用

具
と
し
て
貸
与
さ
れ
る
が
、
施
設
に
お
い

て
は
備
品
の
車
椅
子
に
そ
の
ま
ま
座
ら
せ

ら
れ
、
適
切
な
座
位
姿
勢
と
な
っ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
障

害
児
者
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
適
切
な

座
位
姿
勢
と
な
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
体
幹
機
能
障
害
が
あ
る
利

用
者
に
体
幹
ベ
ル
ト
等
を
用
い
る
と
、「
身

体
拘
束
」
で
あ
る
と
の
誤
解
か
ら
、
過
度

な
ベ
ル
ト
外
し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
株
式
会
社
日

本
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
、
令
和
�
〜

　

高
齢
者
や
障
害
児
者
の
介
護
に
お
い

て
、
体
幹
機
能
や
座
位
保
持
機
能
が
低
下

し
た
対
象
者
が
、
椅
子
や
車
椅
子
に
快
適

に
座
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
手

法
の
一
つ
と
し
て
、
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ

る
。

　

適
切
な
介
護
の
一
環
と
し
て
シ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

人
に
と
っ
て
快
適
な
座
位
姿
勢
が
取
れ
る

よ
う
に
な
り
、日
常
生
活
動
作
が
改
善
し
、

社
会
的
な
活
動
へ
の
参
加
が
拡
が
り
、
生

活
の
質
（
2
0
-
）
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
介
護
の
現
場
で
は
、「
シ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
何
か
分
か
ら
な
い
」「
シ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
け
ば

良
い
の
か
」
等
と
悩
む
こ
と
が
あ
る
と
い

う
意
見
も
聞
か
れ
る
。
ま
た
、
椅
子
に
座

る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
車

椅
子
に
座
ら
せ
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
が
い

る
介
護
現
場
等
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
高

齢
者
本
人
に
と
っ
て
快
適
な
座
位
姿
勢
と

シーティング
護 と介

1
シーティングの定義とは
和洋女子大学家政学部家政福祉学科准教授
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